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ク
リ
ー
ン
ピ
ア
共
立
で
は
、
組
合
設
立
五
十

周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
環
境
フ
ェ
ア
を
八
月

八
日
（
日
曜
日
）
に
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
敷
地
内
で

の
ド
ウ
ダ
ン
ツ
ツ
ジ
の
記
念
植
樹
や
、
標
語
・

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
コ
ン
ク
ー
ル
に
応
募
さ
れ
た
標
語
・
ポ

ス
タ
ー
は
、
い
ず
れ
も
地
球
環
境
の
こ
と
を
考

え
た
す
ば
ら
し
い
作
品
で
し
た
。

　
ま
た
、
施
設
を
開
放
し
て
の
内
部
見
学
や
、

リ
サ
イ
ク
ル
を
題
材
と
し
た
様
々
な
催
し
を
行

い
、
環
境
に
関
心
を
も
っ
た
千
名
を
超
え
る

方
々
の
ご
来
場
を
い
た
だ
き
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
今
回
の
記
念
植
樹
は
東
根
市
の
緑
の
募
金
事

業
と
、
イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル
様
か
ら
の
寄
付
に
よ

り
行
わ
れ
ま
し
た
。
寄
付
に
つ
い
て
は
、
マ
イ

バ
ッ
グ
運
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
、
ジ
ャ
ス
コ

新
東
根
店
、
並
び
に
マ
ッ
ク
ス
バ
リ
ュ
ー
東
北

東
根
温
泉
店
の
レ
ジ
袋
収
益
金
の
一
部
を
寄
付

し
て
い
た
だ
い
た
も
の
で
す
。

　
標
語
・
ポ
ス

タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

は
、
ク
リ
ー
ン
ピ

ア
共
立
管
内
の
小

学
四
年
生
を
対
象

に
、
ご
み
の
減
量

や
リ
サ
イ
ク
ル
を

題
材
と
し
た
標
語

及
び
ポ
ス
タ
ー
を

募
集
し
、
審
査
の

結
果
、
優
秀
な
作

品
に
つ
い
て
表
彰

を
行
い
ま
し
た
。

み
ん
な
で
楽
し
く
植
樹
し
ま
し
た

イ
オ
ン
　
チ
ア
ー
ズ
ク
ラ
ブ

○
標
語
の
部
　
最
優
秀
賞

マ
ー
ク
見
て
　
親
子
で
確
認
　
リ
サ
イ
ク
ル

村
山
市
立
袖
崎
小
学
校
　
　
　
永な

が

岡お
か

　
拓た

く

翔と

さ
ん

優
秀
賞

東
根
市
立
大
富
小
学
校
　
　
　
後ご

藤と
う

　
陸り

虎く

さ
ん

東
根
市
立
東
根
中
部
小
学
校
　
髙た

か

橋は
し

　
芽め

生い

さ
ん

天
童
市
立
天
童
南
部
小
学
校
　
幸こ

う

田だ

今き

ょ

う日
子こ

さ
ん

天
童
市
立
天
童
北
部
小
学
校
　
岡お

か

崎ざ
き

　
佑ゆ

う

亮す
け

さ
ん

○
ポ
ス
タ
ー
の
部
　
最
優
秀
賞

東
根
市
立
東
根
小
学
校
　
　
　
横よ

こ

尾お

　
彩あ

由ゆ

さ
ん

優
秀
賞

東
根
市
立
神
町
小
学
校
　
　
　
八や

鍬く
わ

　
芹せ

り

香か

さ
ん

東
根
市
立
長
瀞
小
学
校
　
　
　
鈴す

ず

木き

日ひ

奈な

子こ

さ
ん

村
山
市
立
袖
崎
小
学
校
　
　
　
加か

賀が

　
和か

ず

成し
げ

さ
ん

♪受賞おめでとうございます♪

記念植樹の様子

イオンチアーズクラブ（環境に関する体験や学習をする小学生を対象としたクラブ）

管理者と受賞者のみなさん

標
語
・
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式

設
立
５０
周
年
記
念

ク
リ
ー
ン
ピ
ア
共
立
環
境
フ
ェ
ア

クリーンピア共立



　
各
施
設
で
は
、
廃
食
用
油
を
使
っ
た

せ
っ
け
ん
作
り
や
、
タ
マ
ネ
ギ
の
皮
を

使
っ
た
染
物
、
押
し
花
を
使
っ
た
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
工
作
な
ど
、
リ
サ
イ
ク
ル
を
題
材

と
し
た
催
し
物
を
行
い
ま
し
た
。
親
子
で

楽
し
み
な
が
ら
、
環
境
を
考
え
る
き
っ
か

け
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
の
他
に
も
、
ご
み
相
談
所
に
は
、
日
頃

疑
問
に
思
っ
て
い
た
ご
み
の
分
け
方
・
出

し
方
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ
る
来
場
者
が

多
数
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
各
施
設
を
巡
っ
て
環
境
ク
イ
ズ

に
答
え
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
に
も
、
多
く

の
方
々
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
た

廃
食
用
油
を
使
っ
て
、

せ
っ
け
ん
作
り
を
体
験
し

て
い
た
だ
き
、
参
加
し
た

子
供
た
ち
に
、
資
源
を
大

切
に
す
る
心
を
育
ん
で
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
平
成
二
十
一
年
度
の
資
源
物
の
売
却

金
は
、
三
千
九
百
七
十
万
八
千
円
で
、

市
況
変
動
に
よ
る
引
取
り
単
価
の
下
落

に
よ
り
、
前
年
度
と
比
較
す
る
と
、
五

十
七
・
一
％
減
に
な
り
ま
し
た
。

　
収
集
し
た
資
源
物
は
、
圧
縮
、
梱
包

な
ど
の
処
理
を
し
た
後
、
リ
サ
イ
ク
ル

業
者
に
売
却
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
ビ
ン
類
は
処
理
委
託
料
と
し

て
、
公
益
財
団
法
人
日
本
容
器
包
装
リ

サ
イ
ク
ル
協
会
に
、
六
十
一
万
六
千
二

百
十
六
円
を
支
払
っ
て
リ
サ
イ
ク
ル
し

て
い
ま
す
。

平
成
二
十
一
年
度
収
集
処
理
実
績
の
あ
ら
ま
し
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クリーンピア共立
環 境 フ ェ アイ ベ ン ト 紹 介イ ベ ン ト 紹 介

六
年
連
続
　

ご
み
量
減
少

鉄 830,140ｋｇ
アルミ 224,380ｋｇ
ビン類 612,310ｋｇ

ペットボトル 299,540ｋｇ
紙類 260,630ｋｇ
ＢＤＦ 29,982ℓ

※上記数値は、収集された資源物を
　リサイクル業者に引き渡した量です。
※ＢＤＦ（バイオディーゼル燃料）は
　組合で使用しています。

再
資
源
化
状
況

17年度 18年度 19年度 20年度 21年度

55,000

50,000

40,000

45,000

（t）

ごみ収集処理量の推移

47,218

45,171

44,974

49,329
48,799■
■

■

■ ■

17年度 18年度 19年度 20年度 21年度

24,607
23,615

22,974

27,857
26,997

35,000
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し尿収集処理量の推移

■
■

■
■

■

きれいにできました！タマネギ染物の様子

せっけん作りの様子

ごみ相談所の様子

環境カルタの様子

リサイクル品の抽選販売の様子

※平成21年度のし尿処理量は、前年度と比較

し3.0％減の22,974KLとなりました。

※平成21年度のごみ収集処理量は、前年度と

比較し、0.4％減の44,974ｔで、6年連続の減

少となりました。

　
平
成
二
十
一
年
度
の
処
理
量
は
三
万

三
千
八
百
リ
ッ
ト
ル
で
前
年
度
と
比
べ

て
二
・
三
％
減
に
な
り
ま
し
た
。
製
造

し
た
Ｂ
Ｄ
Ｆ
は
、
し
尿
収
集
車
や
公
用

車
に
使
用
し
て
い
ま
す
。

バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃
料

（
Ｂ
Ｄ
Ｆ
）



　
ク
リ
ー
ン
ピ
ア
共
立
で
は
、
資
源
有

効
活
用
の
た
め
木
質
チ
ッ
プ
を
無
償
提

供
い
た
し
ま
す
。

●
申
込
方
法

　
ク
リ
ー
ン
ピ
ア
共
立
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
、
申
込
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て

必
要
事
項
を
記
入
し
た
後
、
組
合
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
く
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
な
お
、

申
込
書
は
ク
リ
ー
ン
ピ
ア
共
立
に
も
用

意
し
て
い
ま
す
。

●
数
量
及
び
提
供
場
所

・
約
六
千
六
百
立
方
メ
ー
ト
ル

・
大
淀
最
終
処
分
場

　
山
形
県
村
山
市
大
字
名
取
字

　
平
林
二
二
一
五
番
地
の
三
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平成２１年度の主な事業

平
成
二
十
一
年
度
決
算
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

歳入合計　32億５，１２７万円（前年比9.8％増）

歳出合計　3１億５，５２７万円（前年比9.2％増）

歳入内訳

歳出内訳

国から借入れたお金
（借金） 組合債

皆さんの住んでいる
市や町からの負担金 市町負担金

し尿やごみの処理手数料、
ごみ袋の売上金 処理手数料

組合の事業に対して国から
交付されたお金 国庫補助金

借金返済のために、
国から交付されたお金 償還交付税

前年度からの繰越金、基金
からの繰入金など その他

鉄・ｱﾙﾐ・ペｯﾄボﾄﾙ・
紙類などの有価物売却代等 財産収入

リサイクルセンター建設
工事に使われたお金 施設建設事業費

し尿やごみの収集・処理、
施設修繕等に使われたお金 事業費

組合債（借金）の元利金
返済に使われたお金 公債費

議会費や総務費（全般的な
管理事務や財産管理等）など その他

　収入済額は予算額に対し1.4％の増収となりました。今年度の歳入の特徴としましては、（昨年度に引き続き）リ

サイクルセンター整備事業等による組合債と国庫補助金の増、公債費が減少したことによる償還交付税の減、有

価物売却単価が下落したことによる財産収入の減、し尿やごみの収集量減による処理手数料の減があげられます。

　支出済額は予算額に対し98.4％となりました。今年度の歳出の特

徴としましては、（昨年度に引き続き）リサイクルセンター建設工

事による施設建設事業費の増、借金返済額減少による公債費の減が

あげられます。

　
歳
入
合
計
は
、
前
年
度
対
比
九
・
八
％
増
の
三
十
二
億
五
千
百
二
十
七
万
円
、
歳

出
合
計
は
、
前
年
度
対
比
九
・
二
％
増
の
三
十
一
億
五
千
五
百
二
十
七
万
円
で
、
歳

入
歳
出
差
引
額
は
、
九
千
六
百
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10（億円）

東根市
2億3,565万円
30.2％

村山市
1億2,902万円
16.5％

天童市
3億674万円
39.3％

河北町
1億952万円
14.0％

（市町負担金 内訳）

し尿処理費
1億3,331万円

し尿収集費
1億6,012万円

可燃ごみ処理費
4億1,933万円

不燃ごみ処理費
2億211万円

ごみ収集費
1億8,067万円

（事業費 内訳）

ごみ焼却処理施設・粗大ごみ
処理施設修繕（ＯＨ）工事

1億3,697万円

破砕物搬送コンベア更新工事
2,416万円

（粗大ごみ処理施設）

リサイクルセンター建設工事
12億2,433万円
（本体工事費）

3号炉ガス冷却室更新工事
5,249万円

（ごみ焼却処理施設）

木質チップ 現地写真

ホームページアドレス
http://www.kurinpia.or.jp

木
質
チ
ッ
プ
の

無
償
提
供
の
お
知
ら
せ



受
付
時
間

平 日 午前９時～午後４時

土・日曜日 第１、３の土・日曜日
午前９時～午前１１時３０分

祝 日 曜日を問わず休業

料
金

各 種 ご み １０kgにつき１５０円

小動物死体 １体2,000円
（ビニール袋に入れダンボール箱で搬入）

紙 類 無料（雑誌・新聞・ダﾝボｰﾙ）

廃 食 用 油 無料（植物性油）

※ホームページでも確認できます。

東根市外二市一町共立衛生処理組合
（愛称　クリーンピア共立）

〒999-3775
山形県東根市大字野田字シタ2038番地
電　話　0237-47-1321㈹
ＦＡＸ　0237-48-1841
ホームページアドレス

http://www.kurinpia.or.jp

市役所・役場の問い合わせ先
粗大ごみの戸別収集申込みや、くみ取りトイレの新規登録は、

お住まいの市役所・役場にご連絡ください。

東根市生活環境課　　生活環境係　0237（４２）１１１１

村 山 市 環 境 課　　環　境　係　0237（５５）２１１１

天童市生活環境課　　環　境　係　023（６５４）１１１１

河北町環境防災課　　生活環境係　0237（７３）２１１１

広
報
誌
ク
リ
ー
ン
ピ
ア
共
立
　
　
平
成
２２

年
１０

月
Ｖ
ｏｌ．２０


編
集・発

行
●
東
根
市
外
二
市
一
町
共
立
衛
生
処
理
組
合

印
刷
●
寒
河
江
印
刷
株
式
会
社

直
接
ご
み
を
持
ち
込
む

と
き
の
お
願
い

廃
食
用
油
の
出
し
方
の

お
願
い

旧
資
源
化
施
設
の
解
体
工
事
及
び

駐
車
場
造
成
工
事
の
お
知
ら
せ

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
類
の

収
集
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

●受付時間・各種料金●
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クリーンちゃん

　
ご
み
を
直
接
搬
入
す
る
と
き
は
、
各
施
設
ご

と
に
、
計
量
が
必
要
で
す
。
荷
降
ろ
し
が
し
や

す
い
よ
う
に
、
分
別
し
て
積
込
ん
で
搬
入
し
て

く
だ
さ
い
。

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
類
の
分
別
収
集

を
開
始
し
て
か
ら
、
半
年
が
過
ぎ
ま
し
た
。
四
、

五
月
は
、
違
反
ご
み
が
目
立
ち
ま
し
た
が
、

徐
々
に
分
別
を
理
解
し
て
い
た
だ
き
不
適
物
の

混
入
は
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

資
源
の
有
効
活
用
の
た
め
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
な
お
、
左
記
の
写
真
は
特
に
多
く
混
入
し
て

い
る
不
適
物
の
一
例
で
す
。
こ
れ
ら
は
、
も
や

せ
る
ご
み
と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ク
リ
ー
ン
ピ
ア
共
立
で
は
、
資
源
有
効
活
用

の
た
め
廃
食
用
油
の
収
集
処
理
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
最
近
、
不
純
物
が
多
く
残
っ
て
い
る
油

が
目
立
ち
ま
す
。

　
下
記
の
よ
う
な
廃
食

用
油
は
、
不
純
物
が
多

く
燃
料
化
（
Ｂ
Ｄ
Ｆ
）

が
困
難
な
こ
と
か
ら
、

収
集
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。

　
な
お
、
飲
食
店
等
や

事
業
所
で
使
用
し
た
廃

食
用
油
は
収
集
処
理
を
行
い
ま
せ
ん
。
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
工
事
期
間
中
は
工
事
車
両
の
往
来
に
よ
り
、

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
。
施
設
の
利
用
又
は

付
近
を
通
行
す
る
際
に
は
、
事
故
等
に
十
分
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

←村山野川

↑
荷
口
川

至 東根

至 河北

ごみ焼却
処理施設

リサイクル
センター

事務所

工事車両
出入口

旧資源化
施　　設

工期　平成２２年９月中旬～

１２月末まで

燃料化（BDF）できない廃食用油

●
分
別
Ｄ
Ｖ
Ｄ
に
つ
い
て

　
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
類
の
分
け
方
や

出
し
方
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
流
れ
に
つ
い
て
ご
理

解
い
た
だ
く
た
め
に
、
啓
発
用
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
制
作

中
で
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
下
記
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

紙おむつ 雨具（レインコート）

スリッパ ゴム・ビニールホース

〈不適物の一例〉

ご み 焼 却
処 理 施 設

●もやせるごみ
●可燃性の粗大ごみ
（布団・椅子・机・畳・
　じゅうたん・タンス等）

リサイクル
セ ン タ ー

●ビン・カン類
●ペットボトル
●プラスチック製容器包装類
●廃乾電池、水銀入り体温計
●廃蛍光管

粗 大 ご み
処 理 施 設

●不燃性の粗大ごみ
（自転車・ストーブ・掃除機・
　スプリング入りマットレス・
　その他金属類等）
●せともの・ガラス


